
助成：公益財団法⼈⻑寿科学振興財団  協⼒：⼤府市、東浦町

お申し込み⽅法
右の⼆次元コードより、申し込みフォームにアクセスしていただき、
必要事項をご記⼊の上、送信をお願いいたします。
お電話での申し込みも可能です。裏⾯をご覧ください。

申し込み⽤QRコード

N C G G - U n i C o プロジェクト
� � � � プレコンソーシアム会議

認知症の⼈にも誰にでも優しい施設やまちづくりを⼀緒にしませんか？

【主催】国⽴⻑寿医療研究センター�⽼年社会科学研究部

 本プレコンソーシアム会議は、誰にでも優しい施設開発・まちづくり
を共通⽬標に、研究者と⾏政、⺠間企業、認知症の⼈と家族、⽀援者が
共に学び、意⾒交換する場です。将来的にはメンバー同⼠をマッチング
して新たな開発や新規事業につなげることを⽬指しています。

プログラム（予定）
15:00� 開会
15:05� プロジェクト紹介「NCGG-UniCoプロジェクトの構想と初年度の進捗」
     プロジェクトリーダー 国⽴⻑寿医療研究センター⽼年社会科学研究部 斎藤�⺠
15:35� 基調講演「経済産業省における認知症の当事者参画型製品開発の取組みと⽅向性」
     経済産業省 商務・サービスグループ�ヘルスケア産業課�係⻑�成⽥�悠亜
15:55� 実践報告「名古屋市における認知症の⼈の声を活⽤した商品開発 �当事者・⽀援者の⽴場から�」
     名古屋市認知症相談⽀援センター担当者、当事者の会より代表者
16:25� グループディスカッション（会場参加の⽅のみ対象）
        様々な⽴場の⽅から成る⼩グループに分かれて意⾒交換します
17:15頃 閉会                                 （敬称略）

プロジェクトの紹介、会場へのアクセス⽅法は裏⾯をご覧ください� 

⽇時：2024 . � � � � � . � � � � � � � � (⾦ ) 15 :00 -17 : 15� � 3� 22
会場:国⽴⻑寿医療研究センター�7階多⽬的ホール

●会場、オンラインいずれでも参加可能です。要申し込み、⼊場無料
オンライン:Zoomでの配信(URL等は後⽇お知らせします)
感染状況により、配信のみとさせて頂く場合がございます。

定員：会場�30⼈、オンライン�80⼈程度
申し込み締め切り：会場参加�3/8(⾦)、オンライン参加�3/19(⽕)
 ※応募者が多数の場合には抽選となる場合がございます。

【対象者】企業担当者、⾏政職員、当事者・ご家族、⽀援者、研究者など

(第1診療棟)

第 1回

(開場14 :30 )



お⾞でお�しになる場�

知多半島道路 ⼤府東海ICより約10分

お⾞は病院外来駐⾞場��������の場所にお停めください。

�共����でお�しになる場�

JR⼤府駅(東海道本線) ⼤府駅⻄⼝より
知多バス ⼤府（循環）線 
乗⾞約12分 ⻑寿医療研究センター�下⾞

NCGG-UniCoプロジェクト

←
←

第１診療棟

第２診療棟

あいち⼩児
保健医療総合
センター

⾄:東浦・半⽥ 

病院正⾯⽞関

国⽴⻑寿医療研究センター
愛知県⼤府市森岡町7-430

お問合せ先/NCGG-UniCo(ユニコ)事務局
国⽴⻑寿医療研究センター⽼年社会科学研究部内

TEL：0562-46-2311(内線5032)
⽕曜⽇∼⾦曜⽇ 8:30∼15:30
�ss-applied@ncgg.go.jp

プロジェクトリーダー

病院外来正⾯⽞関よりお⼊りいただき
�����エレベーターで7階までお上がり下さい。

会場へのアクセス

道順等の案内は詳しくはこちらをご覧ください�→

 NCGG-UniCo�(Universal�Community)�プロジェクトでは、認知症等による
困難があっても社会参加でき、ウェルビーイング(幸福や健康)に過ごせる社会
の実現を⽬的としています。誰もが利⽤しやすい施設開発に加え、認知症の⼈
を含む地域住⺠同⼠の肯定的な交流を促すことで、地域全体の社会参加促進と
認知症への無理解や偏⾒の軽減を通じたウェルビーイング向上を⽬指します。
本プロジェクトでは、以下の３つのアプローチに着⽬します。
●アプローチ① 認知症フレンドリから「ユニバーサルフレンドリ」へ
 認知症の⼈や家族⽀援を中⼼とした「認知症フレンドリ」な取り組みから
⼀歩進め、「認知症の⼈にも、そうでない⼈にも」やさしい「ユニバーサル
フレンドリ」な施設を創造します。
●アプローチ② 環境的⽀援
 環境づくりによるウェルビーイング向上を⽬指します。ハコ(施設環境、
システム整備、補助デバイス等)、ヒト(⼈材育成等)、ヨロコビ(肯定的交流、
就労⽀援等)といった多⽅⾯の開発を試みます。
●アプローチ③ 「産官学⺠」が連携し、みんなにやさしい健康政策
 認知症の⼈の社会参加促進を実現するため、産業界(産)、⾏政機関(官)、 
学術機関(学)、⼀般市⺠(⺠)が連携して解決し、相互にメリットをもたらす
ことを⽬指します。

NCGG-UniCoプロジェクト
 ������ホームページ 

【略歴】
�2000年：東京⼤学⼤学院医学系研究科
�博⼠課程中退、博⼠（保健学）
�東京⼤学⼤学院医学系研究科助⼿
（制度改変後、助教）
�2010年：ミシガン⼤学客員研究員
�2012年：国⽴⻑寿医療研究センター室⻑�
�2019年より現職�
【専⾨分野】疫学、公衆衛⽣学、社会⽼年学�

国⽴⻑寿医療研究センター
⽼年社会科学研究部部⻑
�   斎藤 ⺠

mailto:ss-applied@ncgg.go.jp

